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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺物

縄文時代中期 縄文土器、石器

近世

近代～現代
陶磁器類、ガラ

ス、硯等

要　　約

朝霞市埋蔵文化財発掘調査報告書

蛇窪遺跡第２地点　発掘調査報告書

へびくぼいせきだいにちてん　はっくつちょうさほうこくしょ

　黒目川の右岸台地上に位置する蛇窪遺跡の第２地点の発掘調査では縄文時代中期の住居跡１軒のほか、
包含層、炉跡群が確認され、集落のさらなる広がりが確認された。
　また、太平洋戦争時に使用されたと考えられる第13号土坑の出土遺物に「朝霞靑年學校」の火鉢（昭和
10～20年）、「落成記念　朝霞中學校」の湯呑（昭和32年）、個人名が記された硯があり、朝霞市の昭和
史を知るうえで貴重な成果を上げることができた。
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1110‐1,1210-1,1145-3
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　ふりがな

西暦2020年（令和２年）１月30日

〒351-0007　埼玉県朝霞市岡２丁目７番22号（朝霞市博物館内）　　　　℡048-463-2927

朝霞市教育委員会文化財課

齋藤欣延・清水理史・福泉　藍・小林陽子

主な遺構 特記事項

蛇窪遺跡
第２地点

集落跡

住居跡１軒、炉跡10基、包含層

道路状遺構１条

土坑２基

中期加曽利E期の集落
の広がりが認められ
た。

２本の平行する溝から
近世まで使用された道
路状遺構の道筋がたど
れた。

防空壕として使用され
たと思われる土坑から
文字資料が出土した。
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